ギョウジャニンニク ノ シュシ ハツガ ト ジッセイ ノ セイチョウ ハッタツ by 高樹  英明 & 佐藤  利行
山形大学紀要 (農学)第12巻第4号:365-372.平成9年 1月
BulJ. Yamagata Univ.， Agr. Sci.， 12(4) : 365-372. Jan. 1997 
ギョウジャニンニクの種子発芽と実生の成長・発達
高樹英明・佐藤利行
山形大学農学部農業生産学講座
(平成8年9月2日受理)
Seed germination and growth and development of seedlings of 
Allium victorialis L. subsp.ρlσt~ρhyllum Hulten 
Hideaki TAKAGI and Toshiyuki SATO 
Section of Agricultural Production， Department of Bioproduction， 
Yamagata University， Tsuruoka 997， ]apan 
(Received September 2， 1996) 
Summary 
Wheh the seeds of All問問問ctorialiswere immediately sown after harvest (sown in mid-July)， the 
seed germination was concentrated in the last two weeks of September when the outdoor mean tempera-
tures fel to the optimum temperature (17 to 21 'C) for the seed germination. The foliage leaves of the 
seedlings protruded above the ground at the end of next March and grew by the end of May. The 
leaf-blades died in August. The foliage-leaf numbers of al the seedlings of one-year age were one per 
plant， and those of most of the two-year-age seedlings were also one， but those of most of the 
three-year-age seedlings were two. Some (14%) of the three-year-age seedlings flowered early in 
summer. The inflorescence primordia were initiated in July and August of the previous year. In spring 
and early summer， the leaf and lateral-bud primordia were initiated in succession. Those leaves and 
lateral axes emerged in the next year or the year after the next year. The plants stopped growing in 
outward appearance from late in August to late in next March. but leaf primordia were initiated and 
progressed in their development during the period excep during the winter. Some cultivation techniques 
of A. victorialis seedlings were discussed based on the results. 
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緒 言
がある.ただしこの欠点は，毎年播種すれば最初の4年
間経過後には，収穫可能株が毎年得られるので，実用上
ギョウジャニンニクは滋養強壮的栄養のある山菜とし 大きな問題ではないであろう. しかし，実生の生育を促
て知られているが，自然での分布地域は限られ，再生力 進し，より短期間で収穫可能にする栽培技術の確立は
も弱い.近年，需要が増加し，山採りだけでは不足する ギヨウジャニンニクの実生栽培にとって重要である.実
ため，栽培が行われるようになってきた.増殖は株分け 生の生育促進技術の開発のためには実生の生育の様相を
及び種子繁殖で行われるが，株分けは翌年に収穫できる 把握しておく必要があるが，ギョウジャニンニクの成体
反面、増殖率が数倍にすぎないという欠点がある。また の生育については金津・八鍬(1988)の比較的詳しい報告
種子繁殖は大量増殖が可能である反面、植物体が収穫可 があるが，実生の生育については金津ら (1989)の比較的
能な大きさに達するまでに 4年以上を要するという欠点 簡単な報告しかない.そこで，本研究では実生の生理生
態の解明や栽培技術の開発研究の基礎となる，播種から
キーワード:ギョウジャニンニク，種子発芽，実生成長 成体に至るまでの実生の成長 ・発達の様相について詳し
本報告の概要は1988年の園芸学会東北支部 い調査検討を有った.
大会で発表した.
365 
2 山形大学紀要 (農学)第12巻第4号
材料および方法
実験 1 供試した系統は山形県庄内地方自生株由来の
系統‘庄内， (仮称)で， 山形大学農学部圃場で栽培して
いた株から1986年7月上旬に採種した.採種後，種子は
室温で貯蔵し， 8月上旬から種子を多量の水(約21"C)に
約10日間浸漬した(その問浮いた種子を除去して，毎日
水を取り替えた).この操作終了後に種子をシャーレ内
の湿ろ紙上に播種し， 21.C下で発芽させた(播種前の種
子の前処理は他の実験でも同様とした).9月下旬に発芽
種子をシャーレから取り出して，慣行床土を培土として
外寸55(1) X 20 (w) X 17 (h)cmのプランターに植え，土
表面に敷きワ ラをして、以後は戸外で栽培管理した播
種翌年の1987年はプランター植えの状態で生育させた
が， 1988年1月にプラ ンターから供試植物を箱土を付け
たまま取り出して圏場に移植し，栽培を続けた.生育調
査は1986年12月下旬から'8年 6月中旬まで，越冬期間
中を除いて約 1ヵ月間隔で生育の比較的良好な個体を毎
回約10個体掘り上げて行った同時に解剖顕微鏡下で葉，
側芽，花序の分化 ・発達状態を観察した
実験2 自然温度に近い条件下での種子発芽の様相を
調査するため， '87年 6月末に採種した種子を 7月中旬
から吸水させ 7月21日にシャーレに播種し(100粒19
cmシャーレ)，シャーレを完全に遮光して軒下に置き，
自然温度条件下での発芽時期を調査した
実験3 実験2の播種時期と同時期に慣行床土を培土
として 12cm素焼き鉢に播種し(合計約500粒)，鉢土の
表面に敷きワラをして鉢を戸外に置き，自然条件下での
本業の出葉時期を調査した.
結 果
種子発芽(実験1，2) 
種子を 8月上旬から21"cで吸水，発芽させた場合には，
8月末から発芽が起こり 9月上 ・中旬に発芽が急速に
進んで， 9月中旬には発芽率が55%に達した(実験1， 
第 l図).その後は発芽の進行が緩やかになり， 10月下
旬に発芽率が85%に達した後は発芽があまり見られなく
なったが，最終的には(翌年 1月上旬)94%の発芽率に達
した 一方，戸外の自然温度条件下で発芽させた場合に
は，より早い時期の 7月中旬から吸水，発芽させたにも
関わらず 9月中旬の前半まで発芽が全く見られず 9
月中旬の後半から 9月末にかけての 2週間の聞に集中的
に発芽が起こって、 9月末には85%の発芽率に達し，最
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Fig. 1. Seed germinatoin of Allium victorialis at 21 'c 
and under outdoor condition. 
終的には(10月中旬)92%の発芽率に達した(実験2，第
1図). 
種子発芽から本葉出業期までの生育(実験 1，3) 
自然温度条件下で9月に発芽した種子は成長の停止す
る越冬時までに根を 1-2本発生し，また子葉を伸長さ
せたが，子葉は翌春まで地中にとどまる場合が多かった
(実験1，第5図A).越冬時までに形成された葉は，第
1節位の子葉，第2節位の本業(子葉に包まれて外部か
らは見えない幼葉の段階)，第3節位の葉原基の計3枚
であった(第6図A).第3節位の葉原基は翌々春成長す
る芽の最外に位置して芽を保護する役目を果たす発芽葉
(葉身の発達しない葉鞘部のみの葉)になるものである
(第2図A，B).本棄が地中にある子葉のくびれた部分
の裂け目から，子葉の外に現れたのは播種翌年の 3月中
旬頃であった(第5図B).3月末近くから本業が地表に
現れ始め(出葉，第6図B)，4月末までに前年秋に発芽
したほとんどすべての個体が出葉した(第3図).なお，
実生1年目(播種当年の 9月から翌年 8月までの期間と
する)には出葉する本葉は 1枚のみであった.
本葉出葉期以降の生育(実験1) 
実生1年目に展開した本業の成長は4月に急速に進ん
だが 5月に入って緩やかになり 5月末頃には成長が大
体終了した(第4A図).葉鞘基部(偽茎部)の肥大は草丈
の伸長が緩やかになった 5月に著しく進んだが.肥大は
6月以降ほとんど見られなくなった(第4A図). 7月以
降本業の黄変が進行して草丈が減少し、 8月下旬までに
本葉の葉身部はほとんど枯死し(第5図F，第6図G)，
8月下旬以降翌春まで地上部は外観上成長休止状態を示
したしかし，偽茎内部では新薬の分化 ・発達が越冬期
を除いて進行していた(後述).茎葉重は4月下旬から 5
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Fig. 2. Structure of the non-bolting shoot from a adult 
plant of A.制cturialis. 
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A : (on 19 ]une) from the left， two fol時 E
leaves， three sprout leaves， and some young 
foliage leaves (emer邸時 inthe next year) on a 
true stem. B : (on 21 October) from the left， the 
leaf sheath of a foliage leaf， three sprout 
leaves， and some young foliage leaves on a true 
stem. 
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Fig. 3. Leaf emergence of A. victorialis under outdoor 
growmg 
月にかけて急増し 7月まで増大傾向を示した(第 4B
図). しかし 8月以降翌春の成長開始期までは滅少傾
向を示した.根の成長に関しては， 5 -9月にかけて根
数と根重が増加し(第4A， 4 B図)，本葉の葉身が枯れ
始めてからも， しばらくの聞は根の成長が進行した.
実生 2年目(播種翌年の 9月か‘ら翌々年の 8月までの
期間とする)の春以降の生育は，実生 1年目とほぼ同様
で 4月に本葉の成長が急速に進み 5月中下旬に葉の
成長が終了し 7月下旬以降葉の黄変が進んだ(第 4A
図).葉鞘基部は 5月から 7月中旬まで肥大が著しく，
I年目より遅い時期まで明白な肥大が見られた.茎葉重
は4月から 7月にかけて急増した.根数は4月から 5月
にかけて急増したが，以後明白な増加は見られなかった.
葉と側芽の形成経過(実験 1) 
播種翌春の本葉出業期以降の葉，側芽の分化・発達の
経過は以下の通りであった.実生1年自の'87年3月下旬
(第 5図B，第6図B)における植物体を構成する業は，
第l節位に子葉，第2節位に本業(すでに子葉の外に抽
出)，第3節位に葉原基(実生2年目に発芽葉として外部
に現れる原基)が各1枚のみで，越冬前(第5図A，第6
図A)と比較して新たな葉の形成は見られなかった.そ
の後4月下旬までに第4節位に新たな葉原基(翌春展開
する本葉の原基)が形成され(第 5図C，第6図C)，葉
原基は 2枚になった. 5月下旬までに子葉は脱落して消
失し，第3節位の葉原基が発達して発芽葉幼葉になった
(第5図D，第6図D). その後第4節位の葉原基が発達
して 6月下旬には本葉幼葉になり，またその葉肢に(側
芽の)茎頂の形成が認められた(第6図E). さらに第5
節位に新たな葉原基(翌春展開する第2本葉の原基)の形
成が認められた.この時期に形成された側芽は，翌年の
秋(実生 3年自の秋)に分げつ芽として独立(分球)し，
翌々春に本葉を出葉した. 7月下旬には主軸第 6節位に
新たな葉原基(実生3年目に発芽葉となる原基)が形成さ
れるとともに，すでに形成されている側軸にも葉原基(発
芽葉原基)の形成が認められた(第5図E，第6図F).
8月下旬には本葉の葉身部が枯死して，葉鞘部が内部の
芽を包む形になった(第5図F，第6図G). この状態は
12月の越冬前まで続いた.その聞に主軸と倶IJ軸で新たな
葉原基が形成された(第5図G，第6図H， I).実生2
年目の越冬中('87年12月一'88年2月)に，残存していた
第 2節位の本葉葉鞘部が消耗消失し，第3節位の発芽葉
が最外部に位置し，内部の芽を保護する形になった(第
6図J). '88年3月下旬には発芽葉に包まれた芽から第
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Fig. 4A. Growth of the seedlings of A. vict，仰ialisgerminated in September 1986. 
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Fig. 4B. Growth of the seedlings of A. victo-r叫 lisgerminated in September 1986. 
に葉原基 1枚を持つ側芽の形成が新たに認められた(第
6図0). また 7月中句と 8月中旬に掘り上げた計22
個体中の3個体(14%)の主軸頂端に花序の形成が認めら
れた(第6図Q). これらの花序は翌年の初夏(実生3年
目)に開花するものである.
なお，主軸の発芽葉は実生 1年目にはなく(子葉がそ
368 
1本葉が外部に現れ(第5図H，第6図K)，4月に出葉
した.生育の良好な個体は第 2本葉も出葉したが(第 5
図1，第6図L)，多くの個体は本葉 1枚であった.そ
の後8月中旬まで1ヶ月にほぼ1枚の割合で主軸，倶ij軸
とも葉原基が増加していった(第5図J， K，第6図M
-P). 7月中句には翌春展開する第 1本葉幼葉の葉肢
民}
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Fig. 5. Growth of the seedlings of A. vicωrialis germinated in September 1986. 
A : 26Dec. 1986. B : 20 Mar.'87. C : 24 Apr. '87. D: 23 May '87. E : 23 Jul. 
'87. F : 22Aug. '87. G : 21Nov. '87. H : 20 Mar. '88. 1 : 19Apr. '88. J : 18 
May '8. K : 17 Jun. '88. 
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Fig. 6. Diagrammatic pictures of leaf and lateral-bud formation in seedlings of A.叫 ctorial日.
Numbers show leaf positions on the main axis. C : cotyledon. EFL emerged foliage 
leaf. ESL : emerged sprout leaf. IF inflorescence. LP : leaf primordium. LS leaf 
sheath of foliage leaf. OSL : old sprout leaf. SA : shoot apex of main axis. SA (L) 
shoot apex of lateral axis. YFL : young foliage leaf. YSL : young sprout leaf. 
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の役目を担う)，実生2年目は 1枚で(第6図H-L)，
実生3年目は通常2枚であったが(第6図N-Q)， 32個
考 察
体中4個体は発芽葉が1枚であった成体では 3枚のも 種子発芽
のが多かった(第 2図).実生3年目の主軸の本葉数は 2 自然温度条件下では 7月中旬に播種しでも種子発芽
枚のものが多く， 一部に 3枚のものがあった.成体でも は約 2ヶ月後の 9月中旬後半から 9月末にかけて集中し
多くは 1つの軸当たり 2-3枚で，まれに 4枚のものが て起こり， 10月上旬までに発芽がほぼ終了した.この年
あった (1987年)の匂平均気温をみると(第1表)， 9月上旬まで
Table 1. Outdoor mean temperatures は気温が種子発芽を抑制する24"(;以上の高温であった
Period 
21 to 31 1ul. '87 
1 to 10 Aug.'87 
11 to 20 Aug.'87 
21 to 31 Aug .'87 
1 to 10 Sep. '87 
1 to 20 Sep .'87 
21 to 30 Sep. '87
1 to 10 Oct. '87 
11 to 20 Oct.'87 
21 to 31 Oct. '87 
1 to 10 Nov. '87 
1 to 20 Nov. '87 
21 to 30 N ov .'87 
1 to 10 Dec.'87 
1 to 20 Dec.'87 
21 to 31 Dec. '87 
1 to 10 1an. '8 
11 to 20 1an. '88 
21 to 31 1an. '88 
1 to 10 Feb .'8 
11 to 20 Feb .'8 
21 to 29 Feb .'8 
1 to 10 Mar. '8 
11 to 20 Mar .'8 
21 to 31 Mar. '8 
1 to 10 Apr. '8 
1 to 20 Apr .'8 
21 to 30 Apr. '8 
1 to 10 May. '8 
11 to 20 May. '8 
21 to 31 May. '88 
1 to 10 1un. '8 
1 to 20 1un. '88 
21 to 30 1un .'8 
1 to 10 1ul.'88 
11 to 20 1ul.'8 
21 to 31 1ul.'8 
1 to 10 Aug.'88 
1 to 20 Aug. '8
21 to 31 Aug. '8
Mean temperature 
25.2 "c 
23.8 
24.7 
24.3 
24.1 
20.9 
17.6 
17.1 
16.0 
11.8 
10.9 
8.4 
5.6 
2.1 
3.2 
7.5 
2.3 
2.9 
1.5 
-0.5 
-1.5 
0.1 
0.8 
4.2 
4.6 
5.9 
10.3 
11.9 
11.9 
15.5 
14.2 
18.6 
18.4 
21.5 
20.9 
21.4 
20.9 
25.3 
26.9 
26.0 
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が 9月中旬には平均気温が発芽適温域(高樹， 1988; 
金津・八鍬， 1989)の21"Cまで低下し 9月下旬・ 10月
上旬も発芽適温域の17"C以上であった.このことから，
7月中旬に早播きしても種子発芽が9月上旬以前に起こ
らず 9月中 ・下旬に集中して起こったのは，種子休眠
の存在もあるが(高樹， 1988)， 9月上旬以前は高温条件
のため種子発芽が抑制されていたためであると考えられ
る.ギヨウジャニンニクの播種では従来 r取り播き」が
勧められていたが，いくら早播きしても種子発芽は9月
上旬以前には起こらないと考えられ，また，夏の間室温
で種子を貯蔵しでも発芽力が低下することはとくにない
ので(高樹，1988)， r取り播き」が必要条件であるとは必
ずしも言えない.しかし，播種時期が9月中旬より遅く
なると，播種後適温下で発芽が起こるまでには休眠打破
種子でも約 2週間以上を要することから(高樹，1988)， 
種子が発芽を始めるのが10月上旬以降になり，気温の低
下のため発芽が次第に遅れ， 10月下旬になると平均気温
が発芽のほとんど起こらなくなる12"C以下になるので
(高樹， 1988;金津・八鍬， 1989)，年内に十分な発芽率
を確保するのが難しくなる. したがって，戸外条件下で
播種して，年内に高い発芽率を確保するためには，播種
は遅くとも 8月下旬以前に行う必要があろう.
実生の生育の特徴と生育期間短縮の可能性
ある春に抽出展開する主軸の葉の原基の分化は，前々
年の 7月から前年の 6ー 7月にかけて越冬時を除いて，
徐々にではあるがほぼ切れ目なく起こり，分化した原基
は徐々に発達して，その春に抽出展開する.また，ある
春に抽出展開する分げつ芽の原基は前々年の 6-7月に
分化し，越冬時を除いて徐々に葉数を増加させ，前年7
月からは2年後の春に抽出展開する葉の原基も引き続い
て分化する.このように，ギョウジャニンニク植物体の
中では翌年，さらに翌々年に抽出展開する葉や分げつ芽
が次々と分化，発達している.いったん抽出した葉は5
月下旬には成長を終了し，夏には黄変し，晩夏ないし初
秋以降翌春まで茎葉は外観的には成長休止状態になる.
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金津(1993)はこの期間を休眠期間としているが，偽茎内
部では葉や分げつ芽の分化や発達が越冬時を除いて休み
なく進行しているので，この期間の休眠は見かけ上のも
ので，植物体全体が休眠状態にあるのではない.
実生の成長 ・発達過程の短縮方法で通常考えられるの
は， (外観上の)休眠期間の短縮である. しかし，ギヨウ
ジャニンニクの場合，上記に述べたように外観上の成長
休止期間も鑓冬期を除いて次代また次々代の葉や分げつ
芽の分化，発達が進行している. したがって，越冬期以
外の成長休止期間の短縮は次代以降の成長の不良を引き
起こす恐れがある.また，越冬期も低温遭遇が休眠打破
(成長活性の復活)に関係しているので(高樹 ・佐藤，
1988 ;高樹， 1989;金津， 1993)，低温期の大幅な短縮
は成長不良を引き起こす恐れがある.なお，春から初夏
にかけての生育期に外的条件が不良であると，その年の
茎葉の成長が抑制されるだけでなく，その時期に分化 ・
発達している業や分げつ芽の成長が影響を受け，翌年さ
らには翌々年の茎葉の成長も影響を受けることになる.
実生の栽培管理上の要点
実生栽培の要点は以下のようになる :8月下旬以前に
プランターに種子を厚播きして，実生3年目の早春の成
長開始期前までは移植せずに育てる;早春の成長開始前
に根をなるべく切らないようにして苗を掘り上げ，畑に
定植する 2年程度肥培した後に収穫する.播種後5年
目の収穫になる.厚播き密植栽培が疎植よりも管理が容
易な上に，生育が良好になることは，栽培農家の経験上，
また実験上(金津， 1992)も確かめられている.
定植，移植時期は仲秋か早春とされているが(山形県
農林水産部， 1988)，秋は外観上の成長が休止していて
も晩秋以前は偽茎内部で器官の成長・発達が進行してい
るので，晩秋以降でない限り，移植に適しているとは言
えない.なお，ギヨウジャニンニクは根の寿命が比較的
長く，令が進むにつれて根量が多くなる反面，根の成長
が遅いため根系の再生が遅いことに加えて，金津(1992)
によればギヨウジャニンニクの根は養分を貯蔵する役割
が大きいとされるので，移植時に断根をなるべく少なく
することが重要で、ある.
摘 要
ギョウジャニンニクの種子を戸外条件下で取り播きし
ても (7月中旬播穫)，発芽は平均気温が発芽適温域の17
-21"Cに低下した 9月中旬の後半から 9月末までの聞に
集中して起こった.実生の本葉は 3月末に出葉し 5月
下旬には成長を終了し， 8月には葉身部が黄変枯死した.
実生の本業の枚数は 1年目はすべての個体が1枚で，
2年目も多くは 1枚であったが， 3年目は多くが2枚で
あった. 3年目に14%の個体が初夏に開花した.この花
序は前年 7-8月に分化したものであった.春一初夏の
生育期には偽茎内部で翌年及び翌々年に抽出展開する葉
や分げつ芽の分化，発達が進行していた. 8月下旬以降
翌春のほう芽期までは外観上成長休止状態であったが，
偽茎内部では越冬期を除いて葉の分化，発達が徐々に進
行していた.本実験の結果に基づき，ギヨウジャニンニ
クの実生栽培技術について若干考察した.
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